
　平成３年７月号７ページの「広報いまかね」における掲載記事について、ムチンを「納豆、

ヤマトイモ、オクラ、ジュンサイ、ナメコなどネバネバやヌルヌルした食品に多く含まれ」

と誤って表記しておりましたが、ムチンは「動物より分泌される粘着物一般を示すもの」

でした。

訂正してお詫び申し上げます。

広報いまかねの内容に関するお詫びと訂正について
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③ 
グ
美
し
い
緑
と
水
に
固
ま
れ
た

健
康
的
で
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
4

-
教
只
の
研
修
、
研
究
会
な
ど
に
よ

る
資
質
的
向
上

(
学
校
教
育
)

・
金
原
小
学
校
体
育
館
改
築
事
業

.
教
職
員
住
宅
建
設
事
業

.
給
食
配
送
車
吏
新
事
業

・
山
村
留
学
制
度
の
導
入
事
業

(特
殊
教
育
)

・
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
特
殊
学
級

で
の
教
育
内
容
の
充
実

普
通
学
級
に
お
け
る
教
育
相
談
内

実
施
に
よ
る

・
障
害
を
も
っ
児
輩
、

生
徒
の
早
期
発
見
と
適
切
な
指
導

障
害
児
童
生
徒
の
就
学
の
促

進
②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策
卒
業

内
容
(幼
児
教
育
)

・
生
泌
教
育
的
一
部
と
し
て
の
幼
児

教
育
の
推
進

家
庭
と
の
述
併
に
よ
る
教
育
内
容

の
充
実

(
学
校
教
育
)

・
物
同
盟
か
さ
か
ら
心
の
盟
か
さ
へ

の
教
育
観
的
転
換

・
地
域
内
特
色
を
生
か
し
、
地
域
に

恨
ざ
し
た
教
育
内
推
進

・
地
域
紫
材
の
教
材
化
、
施
設
設

備
の
活
用
、
人
材
の
活
用
等
地
械

の
教
育
力
の
柏
極
的
活
用
内
推
進

教
育
用
コ
ン
ビ
ュ
タ

l
同
僚
極

的
導
入

老若男女問わず、みな
さんが笑って楽L<住
らせる町づ〈りをめざ
Lます• • 

-
ス
ク
ー
ル
パ
ス
一
史
新
事
業

八
束
小
学
校
増
築
事
業

・
花
石
小
学
校
改
築
事
業

今
金
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業

.
小
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
業

教
職
只
住
宅
建
設
卒
業

学
校
図
書
の
充
実

一蓄量炉

一--..:::a宅揖虫告ι(
特
殊
教
育
)

教
材
・
殻
備
詩
的
充
実

道
立
養
趨
学
校
内
誘
致

・
特
殊
教
育
に
対
す
る
地
域
住
民
へ

の
啓
蒙
活
動

第
二
章
末
来
を
築
く
生
涯
学
習

と
社
会
教
育
活
動
の
促
進

)
 
1
 
(
 
生
涯
学
習
と
社
会
教
育

(
基
本
方
針
)

今
金
町
新
総
合
計
画
基
本
構
想

先
月
号
で
は
、
美
し
い
緑
と
水
に
固
ま
れ
た
潤
い
あ
る
故
郷
づ
く
り
と

し
て
、
未
来
に
残
す
計
画
的
な
町
づ
く
り
か
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

〈
リ
等
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
ご
理
解
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
ニ
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
生
涯
学
習
体
制
の
確
立
と
し
て
、

=
+
一
世
紀
の
教
育
体
制
の
充
実
と
社
会
教
育
活
動
の
促
進
に
つ
い

て
ご

紹
介
し
ま
す
。

第
三
編

一
十
一
世
紀
を
展
望
し
た

生
涯
学
習
体
制
の
確
立

一

第

章

二
十
一
世
紀
に
生
き
る
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

子
供
た
ち
を
育
て
る
教
育
体
制
の
充
実

)
 
1
 
(
 
学
校
教
育
(
基
本
方
針
)

(幼
児
教
育
)

・
生
雌
教
背
町
中
で
、
幼
児
教
育
的

川市
た
す
役
訓
は
極
め
て
重
裂
で
あ

り
、
幼
児
期
に
お
い
て
は
、
家
反

教
育
の

M
仰
が
大
き
い
こ
と
か
ら

家
嵯
と
の
述
併
を
官
に
し
、
家山陸

本年度改築される花石小学校の完成予想図

生
涯
学
問
は
‘
生
渡
を
通
じ
て
情

報
や
文
化
事
象
的
知
識
や
技
術
を
習

得
し
、
情
燥
を
培
い
、
心
身
の
健
康

を
保
持

・
地
巡
す
る
等
自
己
の
形
成

と
生
活
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
生
也
教
育
の
一
環
と

し
て
の
社
会
教
育
は
他
的
行
政
部
門
、

官
民
、
結
団
体
組
織
等
を
約
機
的
、

総
合
的
な
か
か
わ
り
の
な
か
で
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

「
も
の
の
盟
か
き
か
ら
心
の
盟
か

さ
へ
の
環
境
づ
く
り
」
を
テ
マ

に
、
[
い
つ

T
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
ど
も
が
]
自
由
に
学
習
活
動

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

学
出
要
求
に
応
じ
た
学
問
機
会
を

秘
供
し
、
研
究
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ソ
地
設
の
内
容
を
充
実
す
る
。

・
生
き
が
い
、
有
在
感
、
生
き
る
お

ぴ
、
生
き
る
楽
し
み
、
生
き
る
目

棟
、
日
々
の
生
活
に
お
け
る
尚
足

感
な
ど
を
受
け
止
め
、
有
意
義
な

人
生
を
お
く
る
た
め
の
機
能
を
充

実
す
る
。

「生
活

生

産

・
地
域
づ
く
り
の

学
習
諜
題
を
も
と
う
」
「
文
化
的

趣
味
や
7

イ
ス
ポ
ー
ツ
を
も
と
う
」

「
聞
休
活
動
に
参
加
し
、
実
践
す

る
場
を
も
と
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
ぬ
げ
、
以
下
町
項
目
的
尖
践
を

目
指
す
。

ω近
代
的
立
町
づ
く
り

(民
主
主
義

の
教
育
力
的
向
上
を
図
り
な
が
ら

心
身
と
も
に
健
康
な
幼
児
の
育
成

を
目
指
す
教
育
を
推
進
す
る
。

・
幼
児
教
育
的
推
進
に
あ
た

っ
て
は
、

特
に
①
人
や
自
献
と
の
か
か
わ
り

と
ふ
れ
合
い
②
身
近
な
邸
境
と
の

か
か
わ
り
③
基
本
的
な
生
前
間
悦

.
態
度
円
形
成
を
重
税
し
た
教
育

• • 
の
徹
底

・
生
活
の
合
理
化
)

生
活
環
境
を
取
り
ま
く
諸
問
題

を
考
え
る
学
習
の
機
会
及
び
生
活

向
上
に
役
立
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
、
各
地
域

・
各
グ
ル
ー
プ
何

学
科
活
動
が
行
え
る
よ
う
指
導
援

助
す
る
。

同
政
か
な
町
づ
く
り
(
技
能

・
産
業

の
開
発
)

政
か
な
郷
土
建
設
の
た
め
、
生

活
や
生
産
的
基
盤
、
環
境
内
実
態

を
把
握
し
、
個
人
か
ら
集
団
に
い

た
る
ま
で
.
学
習
実
践
し
て
い

く
意
欲
と
行
動
力
を
育
て
る
た
め

の
指
導
援
助
を
す
る
。

村
町
民
怒
草
を
休
し
て

町
民
怒
立
の
趣
芯
実
現
の
た
め

に
社
会
教
育
行
政
に
焦
点
を
当
て
、

学
問
尖
践
活
動
向
振
興
を
図
る
。

ま
た
、
分
野
別

・
対
象
別
に
以
下

町
緋
進
目
棋
を
掲
げ
る

仲
少
年
教
育

向
然
と
肉
体
験
を
通
し
た
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
問
、
文
化
少
年
団

詩
的
問
休
活
動
か
ら
、
仲
間
芯
織

を
高
め
る
と
共
に
子
供
に
相
会
的

役
制

・
社
会
規
範
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
、
向
王
自
立
向
精
神
を

誌、ヲ
。

ω白
川
年
教
育

・
職
業
人
と
し
て
の
専
門
的
な
知
識

や
技
能
を
身
に
つ
け
る
学
科
機
会

を
抑
進
す
る
.

(学
校
教
行
)

生
涯
学
問
的
基
礎
を
思
う
観
点
か

旬
、
新
学
判
指
導
袈
領
的
趣
旨
に

地
づ
い
て
、

二
十

一
世
紀
同
社
会

的
中
で
州は
か
な
心
を
持
ち
た
く

ま
し
く
生
き
る
能
力
を
持
っ
た
児

童
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
に
、

各

学
校
に
お
い
て
は
、
家
庭
や
地
域

社
会
と
の
連
携
を
一
府
留
に
し
、

児
窓
生
徒
を
泣
か
に
汀
成
す
る
こ

と
の
で
き
る
地
域
に
開
か
れ
た
前

力
あ
る
学
校
教
育
を
推
進
す
る
。

・
自
己
教
育
力
的
育
成
、
基
礎
基

本
の
量
判
明
と
個
性
教
育
、
道
徳
教

育
、
図
際
理
解
教
育
、
愛
郷
心
を

は
ぐ
く
む
教
育
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、

一
人
ひ
と
り
の
児
章
生
徒

の
能
力

・
適
性
に
応
じ
た
教
育
の

充
実
に
努
め
る
。

(
特
殊
教
育
)

・
心
身
に
防
車
けを
持
つ
幼
児
児
車
生

徒
の
早
期
発
見
に
努
め
、
適
切
な

就
学
指
導
を
行
、
っ
と
と
も
に
、
既

設
の
特
殊
学
級
の
充
実
を
図
る
。

-
父
母
や
地
域
社
会
の
人
々
の
特
殊

教
育
に
対
す
る
理
解
を
強
く
促
し

道
立
益
雄
学
校
隣
教
の
早
期
実
現

を
図
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
祁
進
中
内
事
業

・
施
策

(幼
児
教
育
)

〕2
 
〔

を
提
供
し
、
生
活
基
館
内
総
立
に

対
応
で
き
る
条
例
盤
仰
を
す
る
。

-
団
体

・
グ
ル
ー
プ
活
動
を
奨
励

・

育
成
し
、
学
び
合
え
る
仲
間
と
と

も
に
、
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に

参
加
す
る
背
少
年
を
育
成
す
る
。

ω成
人
教
育

・
姉
人
教
育
生
き
が
い
と
暮
ら
し

の
見
直
し
等
を
中
心
諜
題
と
し
た

学
習
機
会
を
拡
充
し
、
盟
か
な
生

活
の
実
現
に
向
け
た
活
動
が
行
え

る
条
件
帥
配
備
と
指
持
按
助

高
齢
者
教
育
学
子
}
と
、
指
導

す
る
喜
び
と
生
き
る
こ
と
へ
の
般

極
的
な
心
構
え
を
見
い
だ
せ
る
よ

う
な
学
習
と
活
動
的
機
会
の
提
供

-
P
T
A
活
動
地
域
相
会
の
形
成

者
、
ま
た
、
子
供
を
育
て
る
主
体

者
と
し
て
の
な
織
を
瞥
発
し
、
家

庭
は
も
と
よ
り
地
域
内
中
で
青
少

年
他
全
育
成
活
動
を
行
う
た
め
の

条
例
整
備

・
家
庭
教
育
他
全
育
成
町

一
環
と

し
て
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
基
本

的
生
活
習
慣
や
子
育
て
に
山
附
す
る

学
習
活
動
が
行
え
る
条
刊
雑
備

地
域
活
動
町
内
会
‘
自
治
会
事

業
に
積
極
的
に
参
加
、
協
力
す
る

よ
う
啓
発
し
、
地
械
形
成
者
と
し

て
の
芯
識
を
日
め
る
た
め
の
環
境

繋
備

仙
川

mH
少
年
他
金
引
け
成

〕3
 
[
 



-
地
域
ぐ
る
み
で
背
少
年
内
健
全
育

成
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
‘
各
機
関

団
体
内
連
絡
調
務
を
密
に
し
、
協

力
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指

す
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
町
事
業

-
施
策

・
各
種
学
習
機
会
的
提
供
と
参
加
奨

励
・
町
民
学
級
及
び
合
同
町
民
学
級
の

開
設
図
魯
室
視
聴
党
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
務
備
と
充
実

-
P
T
A
活
動
へ
の
社
会
教
育
機
能

的
提
供

・
高
齢
者
向
知
機

・
技
術
提
供
向
場

内
設
定
と
奨
励
援
助

・
背
少
年
健
全
育
成
推
進

.
留
学
生
の
受
け
入
れ

・
成
人
祭
開
催

・
乳
児
教
育
の
推
進
保
健
婦
と
の

協
力
連
携
及
び
共
同
活
動
向
推
進

少
年
教
育
の
推
進
地
域
子
供
会
、

迎
合
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
の

組
織
の
育
成
奨
励
。
育
少
年
健
全

育
成
に
伴
う
研
修
、
学
習
他
殺
整

μ
明

-
m
H
年
教
育
的
推
進

の
述
揃
明
確
立

成
人
教
育
の
推
進

開
発
と
育
成

・
婦
人
教
育
の
推
進

近
隣
町
村
と

潜
産
能
力
的

定
識
の
向
上

日
い
教
義
楽
し
い
生
活
を
回
線

に
、
法
ま
れ
た
内
然
環
境
内
中
で

の
心
奴
か
な
日
常
生
前
向
向
上
と

先
人
の
築
い
た
遺
族
同
継
泳
を
目

指
し
た
装
術
文
化
の
振
興
を
阿
る

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
事
業
・
施
策

・
町
民
総
合
文
化
祭
の
開
催

青
年
婦
人
合
同
文
化
祭
の
開
催

.
文
化
講
座
の
開
催

・
郷
土
芸
能
的
狩
場
太
鼓

・
鬼
能
太

鼓
の
保
存
保
迎
と
伝
本

・
去
術
文
化
策
賞
事
業

②
今
後
必
裂
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
い
什

文
化
少
年
団
設
立
と
育
成
鑑
助

.
指
持
者
向
育
成
と
確
保

文
化
セ
ン
タ
ー
の
活
用
充
実

(4) 

文
化
財
保
護
(
基
本
方
針
)

-
日
齢
者
教
育
内
推
進

一
般
行
政

と
の
協
力
述
携
。
文
化
財
資
料
の

収
集
協
力

-
P
T
A
・
家
庭
教
育
の
推
進
青

少
年
健
全
育
成
の
奨
励
と
協
力
連

携
の
推
進

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
内
容

・
行
政
諸
部
門

・
各
種
団
体

-
組
織

と
有
機
的
に
連
携
し
た
事
業
の
推

進
・
学
習
の
機
会
提
供
と
内
容
の
充
実

助
雷
指
導

生
活
や
生
産
技
術
的
向
上
の
た
め

の
学
習
奨
励
扱
助

・
団
体
運
営
リ
ダ
養
成

-
研
修
会
参
加
奨
励
援
助

組
識
の
充
実
と
仲
間
づ
く
り
活
動

の
指
導
助
言

・
各
団
体
内
活
動
内
容
と
交
流
連
絡

調
整
の
促
進

社
会
教
育
行
政
の
焦
点
化
と
重
点

的
な
推
進
の
た
め
の
協
議
研
究
の

笑
施
社
会
教
育
地
設
の
活
用
と
充
実

・
社
会
教
育
団
体
育
成
並
び
に
活
動

媛
助
広
報
活
動
向
促
進
と
資
料
総
供

北
海
道
国
際
交
流
事
業
援
助

・
背
少
年
健
全
育
成
推
進
事
業

文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設

・
社
会
教
育
の
立
場
か
ら
の
ク
ア
プ

• • 
文
化
財
保
飽
の
啓
発
、

先
休
制
を
峨
立
す
る

郷
土
史
資
料
等
同
文
化
財
遺
産
的

普
及
と
併

官
製
保
存
に
努
め
る

・
英
利
河
海
牛
化
石
、
旧
石
総
等
を

拠
古
'
と

L
.
地
域
内
で
の
学
問
、

研
究
活
動
に
活
用
す
る

・
郷
土
に
恨
き
し
た
地
域
学
習
と
し

て
の
文
化
財
保
護
を
促
進
す
る

施
策
の
内
容

①
洩
荘
推
進
中
の
事
業

・
施
策

文
化
財
愛
護
思
惣
の
山
陽
と
普
及

.
各
種
文
化
財
の
別
査
・
研
究

。
開
拓
民
俗
資
料

・
郷
土
史
資
料
の

収
集
と
保
有

E

遺
跡

的
恒
久
的
な
保
積
の
た
め

悶
・
道
・
町
桁
定
史
跡
化
に
向
け

美事IJ~可 I 遺跡から発見された、 163点が重要
文化財の指定を受ける

て
の
施
策

・
町
内
遺
跡
内
分
布
調
査
の
笑
施

.
石
器
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

.
美
利
河
海
牛
化
石
の
復
元

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
容
博
物
館
建
設

・
指
導
者
の
育
成
と
確
保

・
郷
土
史
学
的
鴎
座
の
開
催

(次
号
に
つ

づ
く
)

ラ
ザ
ピ
リ
カ
活
用
計
固
め
策
定

臼

社
全
体
育
(
基
本
方
針
)

噂
社
全
体
育
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
タ
リ
ェ
ン

ョ
ン
を
通
し
て
い
つ
ま
で
も
若
々

し
く
、
美
し
く
、
す
こ
や
か
な
ー

些
か
な
人
間
づ
く
り
」
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要

な
社
会
的
条
件
、
施
設
、
設
備
の

幣
備
充
袋
、
組
織
活
動
の
助
長
、

援
助
な
ど
を
枇
逃
す
る
。

・
健
康
づ
く
り
町

一
環
と
し
て
ス
ポ

l
y
的
活
性
化
を
奨
励
し
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り

組
み
と
実
践
の
た
め
の
条
件
艶
怖

を
目
指
す
。

町民体育祭

明
る
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
休

力
と
健
康
づ
く
り
を
生
涯
の
税
姐

と
し
実
践
す
る
た
め
、
地
域
、
職

場
家
庭
内
あ
ら
ゆ
る
場
と
機
会

を
と
ら
え
、
積
極
的
に
奨
励
推
進

す
る
。

施
策
の
内
容

①
現
在
推
進
中
の
卒
業

・
施
設

「
町
民
体
育
祭
し

「
ス
ポ
ー
ツ
祭
」

家
放
参
加
の
ス
ポ
ツ
行
事
的
開
催

.
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励
と
参
加
の
機

会
的
提
供

ス
ポ

l
y
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
内
活
動
に
対
す
る
育
成
援
助

・
ス
ポ

l
y
活
動
を
奨
励
育
成
援
助

す
る
た
め
の
各
磁
団
体
と
の
協
力

体
制
推
進

・
各
種
委
只
の
研
修
等
に
よ
る
意
識

の
向
上

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
の
た
め

ス
ポ
ー
ツ
大
学
的
促
進

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
計
画
的
な
充
実

・
美
利
河
地
域
に
ス
キ
場
、
町
民

溢
水
プ

l
ル
の
開
設

学
校
開
放
事
業
向
推
進

②
今
後
必
要
と
さ
れ
る
施
策

・
事
業

内
谷

・
他
成
教
育

・
学
習
機
会
内
悦
供
媛

助専
門
指
導
者
向
養
成
配
置

-
ス
ポ
ー
ツ
人
口
円
高
齢
化
に
対
応

し
た
種
目
の
見
直
し

• • 

6月13日
今金公演

の聴衆を魅了
.u~Jリスムで

鼓
童

子噂台屋

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
拡
大
の
た

め
の
施
策

・
研
修
や
宿
泊
の
で
き
る
施
設
の
硲

果{
 
多
目
的
運
動
広
場
の
条
件
整
備
の

た
め
の
施
策

社
会
体
育
振
興
の
た
め
の

7
7
プ

ラ
ザ
ピ
リ
カ
の
広
域
的
活
用
計
画

の
策
定

1
 
4
 
{
 

(3) 

芸
術
・
文
化
(
基
本
方
針
)に、そLて作品の向上が見られる総合文化祭

目拡 芸供だ「
指充術すれい
すし るでつ
.文もで
窓化 」 も
織活が」

を動学「
高の べど
め鑑 るこ
る賞 機で
こ機 会も
と会を」
をを提 「

た

於今金町総合体育館

うIJ、

政太大



新
助
役
• 
収
入
役
を
選
任

六
月
二
+

一
日
開
拙
附
さ
れ
た
第
二
固
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、
助
役
吉
田

英
俊
氏
、
収
入
役
小
西
敏
明
氏
の
選
任
が
同
意
さ
れ
‘
七
月

一
日
か
ら
新
任

務
に
就
き
ま
し
た
。

お
二
人
的
抱
負
や
略
歴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

助

吉
田
英
俊

f主

町
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
雌
し
い

現
状
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
全
職
貝
の

協
力
を
得
な
が
ら
今
金
町
の
将
来
へ

の
基
鍛
づ
く
り
に
向
っ
て
、
誠
心
誠

意
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

収
入
役

小
西
敏
明

出
納
事
務
は
町
予
算
事
務
内
基
本
。

各
線
と
の
内
部
連
絡
を
普
に
、
限
ら

れ
た
町
財
政
町
中
で
の
効
率
の
よ
い

財
政
管
理
を
め
ざ
し
て
、
誠
心
誠
意 15日

プ
ロ
フ
ィ
ル

・
昭
和
九
年
十
二
月
九
日

字
八
束
生
ま
れ

昭
和
二
十
八
年
六

月

今

金

町
に

翠
収
昭
和
二
十
九
年
十
一

月

造

立
税

務
純
習
所
修
了

・
総
務
・

企
画

・
股
林
-
商
工
観
光

・
耕
地
開
発
的
各
謀
長
を
歴
任

昭
和
六
十
三
年
五
月
収
入
役

今
金
町

趣

l床

書
道

・
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞

品目

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

昭
和
九
年
八
月
三
十
日

字
今
金
生
ま
れ

・
昭
和
三
十
三
年
六
月

今

金

町

に

務
職

・
町
教
委
管
理
課
長
.
総
務
課
長
‘

談
会
事
務
局
長
を
歴
任

今
金
町

趣

叫ミ

ス
ポ

y
-古
楽
鑑
賞• • 

ピ
U
力
抗
力
発
電
所
が

嘗
業
運
転
を
開
始

5月30日営機運転を開始Lたピリカ水力発電所

民

北
海
道
電
力
仰
が
、
昭
和
六
十
三一

年
十
月
か
ら
美
利
河
地
区
で
建
設
を

進
め
て
い
た
ピ
リ
カ
ホ
力
発
泡
所
が

完
成
し
ま
し
た
。

五
月
二
十
八
、

二
十
九
日
に
道
通

産
局
の
細
部
に
わ
た
る
使
用
前
検
査

を
受
け
、
同
三
+
日
に
弥
物
院
ピ
リ

カ
発
屯
所
建
設
所
長
に
検
査
合
格
お

が
干
服
さ
れ
、
同
日
か
ら
官
業
巡
転

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

同
発
泡
所
は
十
月
完
成
予
定
的
辺

市
最
大
円
多
目
的
ダ
ム
英
利
河
ダ

ム
の
貯
水
を
利
用
す
る
施
設
で
、
総

工
費
五
44
一
億
三
千
万
問
、
二
年
八

ヶ
月
町
工
事
期
間
を
費
や
し
て
完
成

し
た
も
の

で
す
。

発
電
は
、
取
水
口
か
ら
毎
秒
十
二

-
六
立
方
υ川
町
水
を
水
圧
鉄
管
を
通

し
て
導
水
し
、
最
大
三
十
八

五

μ

の
落
差
を
利
用
し
、
毎
分
五
百
回
転

す
る
発
電
水
平
を
回
転
さ
せ
、
最
大

四
千
J
円
ヲ
を
発
電
し
た
あ
と
、
約
三

・
四

J
μ
の
放
水
路
で
後
志
利
別
川

に
放
流
さ
れ
ま
す
。

同
発
泡
所
は
無
人
で
、
函
館
市
出
力

所
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
遠
隔
操
作

で
巡
転
管
理
を
し
ま
す
.

美
昧
と
栄
養

道内唯一の産地

の
王
様
オ
ク
フ

づ
く
り
に
意
欲

み
な
さ
ん
災
昧
と
栄
誕
の
王
様
，

オ
ク
ラ
H

を
ご
存
じ
で
す
か
。

金
阪
の
出
業
後
継
者
椅
戸
雄
一

J

側
が
昨
年
か
句
オ
ク
ラ
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
百
坪

ハ

平
成
二
年
度
の
決
算
状
況

国
保
特
別
会
計
を
除
き
黒
字
会
計

平
成
二
年
度
の
各
会
計
は
五
月
三

十

一
日
出
納
閉
鎖

(国
保
施
設
会
計

は
三
月
三
十
一
日
)
さ
れ
、
そ
の
あ

ら
ま
し
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
五
会
計
の
う
ち
国

保
施
設
特
別
会
計
を
除
く
四
会
計
が

熟
字
決
幻
(
国
保
施
設
特
別
会
計
は

八
千
百
三
+
四
万
四
千
円
の
赤
字
)

と
な
り
、
五
会
計
的
成
入
総
額
は
九

十
四
億
四
千
二
百
五
十
二
万
七
千
円
、

歳
出
総
額
は
九
十
四
億
六
千
九
百
五

十
万
四
千
同
、
差
し
引
き
二
千
六
百

九
十
七
万
七
千
円
の
赤
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

黒
字
四
会
計
の
、
フ
ち
三
千
六
百
三

十
万
円
を
各
々
の
基
金
に
積
立
し
、

残
り
一
千
八
百
六
万
六
千
円
を
平
成

三
年
度
に
繰
越
し
ま
し
た
。

会
計
別
的
決
算
は
次
の
と
お
り

マ
一
般
会
計
歳
入
は
六
十
六
億

一

千
五
百
六
十
一
万
九
千
円
、
歳
出
が

六
十
五
億
九
千
百
十
五
万
四
干
問

(

繰
越
し
二
千
四
百
四
十
六
万
四
千
同
)

マ
国
保
事
業
特
別
会
計
歳
入
八
億

ー
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
決
ま
る
|

世
帯
平
均
二
十
二
万
四
千
三
百
五
円
に

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
が
六
月
定
例
会
に
お
い

て
可
決
き

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
方
税
法
の
改

正
並
び
に
国
民
健
康
保
険
法
地
行
令

の
改
正
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
で
、

国
保
税
の
賦
楳
限
度
額
は
現
行
四
十

二
万
円
が
四
+
四
万
円
に
、
低
所
得

者
向
六
削
軽
減
基
単
は
基
礎
般
除
額

的
引
き
上
げ
に
伴
っ
て
自
動
的
に
基

準
額
が
三
十
万
円
か
ら
三
十

一
万
同

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
四
割
軽
減
世
帯

一
人
当
た
り
基
準
額
は
、
二
十
一
万

五
千
円
か
ら
二
十
二
万
円
に
各
々
引

き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
保
被
保
険
者
向
担
税
力

を
考
慮
し
な
が
ら
一
般
会
計
か
ら
こ

千
八
百
万
円
を
繰
入
れ
し
、
所
得
制

額
百
分
の
八
・
九
七
を
百
分
の
七

七

O
に
引
き
下
げ
、
資
産
制
税
率
百

分
の
六
十
一
九
を
百
分
的
六
十
六

・
O
、
被
保
険
者
均
等
割
額

一
人
に

つ
き
二
万

一
千
円
を
二
万
二
千
円
に

各
々
引
き
上
げ
ら
れ
、
世
帯
別
平
均

割
額
四
万
円
は
す
え
置
き
と
な
っ
て

• • 
四
千
二
百
八
十
三
万
五
千
問
、
歳
出

八
億

一
千
七
百
二
十
七
万
六
千
円

(

繰
越
し
二
千
五
百
五
十
五
万
九
千
円
)

マ
国
保
施
設
特
別
会
計
総
収
益
十

億
二
千
三
百
四
十
八
万

一
千
円
、
総

費
用
十
一
日
惜
四
百
八
十
二
万
五
千
円

(
差
し
引
き
単
年
度
純
損
出
八
千
百

三
十
四
万
四
千
円
)
赤
字
額
に
つ
い

て
は
繰
越
欠
損
金
と
し
て
処
理
さ
れ
‘

累
積
繰
越
欠
損
金
は
三
億
三
千
四
百

六
十
七
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

マ
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
一
億

三
千
五
万
四
千
円
、
歳
出

一
億
二
干

五
百
七
十

一
万
六
千
円

(繰
越
し
四

百
三
十
三
万
八
千
円
)

〕E
 
〔

お
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
極
力
増
税
を
な
ら

な
い
よ
う
努
め
ま
し
た
が
、
人
口
の

流
出
、
他
保
険
に
移
行
等
に
よ
る
被

世
帯
数
、
被
保
険
者
数
と
も
減
少
す

る
と
い
う
中
で
、
医
療
費
の
需
要
額

推
計
で
、
依
然
と
し
て
高
水
準
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
税
額
が
被
保
険
者

一

人
当
た
り
七
万
三
千
七
百
五
十
九
同

と
な
り
、
前
年
度
対
比
二
千
百
六
十

同
町
負
抱
増
、

一
世
帯
当
た
り
二
十

二
万
四
千
三
百
五
円
と
な
り
、
前
年

度
対
比

一
千
五
百
四
十
五
同
町
負
担

増
と
な
り
ま
し
た
。

町長・町議選選挙運動費用を公表

4月21日に執行された今金町長 今金町議会設n選帯にお
けるil1準辺!f(}J費用の収支の総額が5月18目、今金町il!t弔管理

委只告から公表されまLたのでお知らせします。

法定選準述!f(}Jj~用粧[ 町長選挙 1， 184、0001'1
E車全議貝選挙 762，5001'J 

倣補者氏名 11¥納'11任者氏名 総収入額 総支出納 側.i'J

村本光夫 川村喜四郎 502.00014 493.962111 

斑井 iE 1H 荒井正信 571. 6441IJ 571. 644111 

石 川 lE 石川 正 387，445円 381. 445PI 

上野雌ニ 上野雄二 738. 660JlJ 738，出0111

河村昭夫 石川 隆 402， 105円 402. 105111 

日 ド昭二郎 上村益太郎 445. 000111 359.06811) 

阪 it- 義勝 小池手1雄 “)0，00011) 541，793111 

白岩利勝 白 岩 jE 笑 660.冊。円 618. 92WJ 

1)1花井寛治 ';-H~)r: 1E道 414. 568 1'~ 414，568Itl 

IIJ 中 ー 夫 iι 秘多1:古 530，00014 505. 229ft1 

内藤敏 内藤敬 ー 452，OOOP:J 447、559111

中野 ニ 自1¥中野究勝 549，31314 549，31311，) 

rl' lJl {百 中山 ー浩 741， 751円 741. 751111 

続川勝昭 ;'1 木 隆 437，000円 436.438111 

住谷川 キヨシ 長谷川敬一 550.00014 465. 1641lJ 

4本 機次郎 林 fa !j} 524.凹O円 515，695fl.) 

広沢 りJ広沢せつ 546，8曲円 440.2161'1 

本 川 一ニ 岡 正維 43仏000円 409.日3f11

山本 盟 川上 UI 子 700.冊。円 613.曲4P-l

場 i泉秀夫 加!'I谷 定 452似)()円 447，001)lJ 

合 UI Ti 郎 土鎚 9巳佐男 7凪 000円 750.953111 

被辺 二 郎 政辺 二 郎 442.師8lY 442.師.arrr

政飾付:治 安藤 宏 397，制加円 396，9田川

ウ
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一
棟、

今
恭
は
同

一
棟
を
増
や

す
と
と
も
に
仲
間
が

一
人

(
f小
岩

金原の大自然の中で路戸さんとベアで農業を

して〈れるゲリーンパートナー(お嫁さん)は

いませんす

消
明
さ
ん百
坪

一
棟
)
加
わ
り
ま
し
た
。

オ
ク
ラ
の
採
り
入
れ
は
、
結
実
す

る
六
月
下
旬
か
ら
秋
の
符
が
降
り
る

ま
で
続
き
、
札
帆
の
市
場
へ
毎
日
の

よ
う
に
出
荷
し
ま
す
。

こ
の
オ
ク
ラ
の
主
産
地
は
高
知
県

で
、
今
金
町
は
北
海
道
唯

一
の
産
地

で
す
。
日
品
質
、
新
鮮
な
地
場
白
川
と

し
て
注
目
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
内
災
献
は
=
一
J
和
百
"
を
出

荷
し
、
出
他
で
取
引
き
さ
れ
た
そ
う

で
す
.

開
戸
J
は
、
パ

Y
7
の
口
が
み
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
斜
の
デ
ザ
イ
ン
ま
で
向

分
で
し
て
し
ま
う
た
い
へ
ん
総
別
な

方
で
す
。

夏
場
内
ス
タ
ミ
ナ
食
、
老
化
防
止

美
肌
に
よ
い
ム
チ

ン
質
を
多
く
含
ん

だ
オ
ク
ラ
を
食
べ
、
暑
い
夏
を
の
り

き
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〈ム
チ
ン
食
品
v

ム
チ
ン
は
、
納
豆
、
ヤ
マ
ト
イ
モ
、

オ
ク
ラ
、
ジ
ュ
ン
サ
イ
、
ナ
メ
コ
な

ど
ネ
パ
ネ
パ
や
ヌ
ル
ヌ
ル
し
た
食
品

に
多
く
含
ま
れ
‘
体
細
胞
の
浩
さ
を

保
っ
て
老
化
を
防
ぐ
健
康
・
強
粕
食

品
で
す
。
オ
ク
ラ
は
、
料
理
屈
さ
ん

で
多
く
朋
い
ら
れ
、

簡
単
な
家
庭
料

理
と
し
て
は
、
細
か
く
き
ざ
ん
で
花

か
つ
お
な
ど
を
ま
ぶ
し
、
制
味
料
の

し
よ
う
印
、
ゆ
ず
酢
な
ど
を
加
、
え
て

食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一

)
 
7
 
〔



パンザーイ/
つな引きに勝った/勝った/
と大喜びの自組の児童たち

正Lいフォームで100メートルハードルに挑戦(今金中)

お金をかけれない種川餓輪(種J1I小)

赤勝てf白勝て/今中応櫨合戦

青
空
の
下
各
競
銭
に
熱
戦
"
い

• 
筆れいなフォームで優勝
(今金中)

• たずね人

おじいちゃん、お父さんはいませんが?(八束小)

豊田のつな引きは

いつも力が入ります(豊困小)

各校

大運動会

力メラ

スケッチ

野をニえ山を二え自転車に乗る(種川小)

一輪車が上手ですね/
フィールド ・アスレチック(花右小)

徒鶴走

気合いいっぱいのスタートでLた
(中里小)

ガンバレ/ガンバレ/応援席も熱が入る(今金小)

6月2日
~16 日

花の王子さまを乗せて走る
(金原小)

'. 
太公望

魚のがわりにビール瓶

を釣る(美利河小)

• 
行ってきます/

運動会でもカパンを背負う

勉強好きな神丘の子(神丘小)

当@

子供会リレー(今金小)



組
日
本
盆
栽
協
会
今
金
支
部
ガ
誕
生

社
団
法
人
日
本
金
栽
協
会
今
金
支

部
設
立
の
認
証
式
と
祝
賀
会
が
六
月

八
日
午
後
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
約
五

十
人
が
出
席
し
て
に
ぎ
や
か
に
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
会
貝
が
丹
精
込
め
て

っ
く
り
あ
げ
た
サ
ツ
キ
や

一
位
、
ブ

ナ
な
ど
凶
十
七
山
の
見
事
な
余
栽
が

展
示
さ
れ
、
称
賛
を
得
て
い
ま
し
た
。

当
支
部
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
設

栽
愛
好
者
二
十
四
人
が
集
ま
り
、
今

金
町
花
木
会
が
発
足
。
え
ぞ
忠
庭
支

部
と
函
館
支
部
に
加
入
し
な
が
ら
活

動
を
紘
け
て
き
ま
し
た
が
、
両
支
部

と
も
遠
距
離
で
各
組
行
事
に
参
加
す

る
の
が
邪
し
い
状
況
で
し
た
。

国
日幽
圃

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
や
っ
て

種
川
小
三
年

牧
田
情
子

J

き
ょ
う
ク
リ
ー
ン
さ
く
せ
ん
を
や

り
ま
し
た
。

学
校
か
ら
歩
い
て
い
き

ま
し
た
。
ゴ
ミ
を
ふ
く
ろ
の
中
に
た

く
さ
ん
い
れ
ま
し
た。

お
か
し
の
ゴ
、
三

い
ろ
い
ろ
な
ゴ

③ 

園
生
の
お
役
に

立
つ
よ
う
頑
張
り
た
い

末
広
町

伊

東

卓

馬
さ
ん

ω

今
春
、
道
北
の
大
学
を
卒
業
し
て

仇
光
の
里
学
園
に
指
導
員
と
し
て
勤
め

芭

ま
し
た
。

墨
田
世

咽

eb
 
ヲ

代表者による認証記念のテープカ ット

こ
の
た
め
、

三
十
一
人
に
増
え
た

会
貝
が

一
同
に
活
動
で
き
る
よ
う
決

的
、
閃
協
会
に
認
剖
申
請
を
申
請
し

た
結
果
、
道
内
で
六
番
目
、
道
南
部

部
で
は
初
め
て
の
支
部
設
立
を
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

認
証
式
で
は
、
小
笠
原
伸
二
日
本

食
栽
協
会
常
任
理
事
か
ら
本
凹
一

三

支
部
長
に
認
証
状
が
手
泌
さ
れ
ま
し

た。
引
き
続
き
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
盆

栽
づ
く
り
の
楽
し
き
ゃ
苦
労
話
し
に

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

緑
あ
ふ
れ
る

森
林
を
つ
く

今金営林署

植樹祭

ろ
、
フ
ノ
・

今
金
営
林
署
の
平
成
三
年
植
樹
祭

が
五
月
二
十
四
日
向
然
休
養
林
指

定
地
灰
に
な

っ
て
い
る
美
利
河
国
有

林
二
三
九
班
で
行
政
機
関
、
各
団
体

内
長
、
一
般
町
民
の
代
表
ら
総
勢
七• • 

園
面
圏

、ζ
が
た
く
さ
ん
ふ
く
ろ
の
中
に
、
は

い
り
き
れ
な
く
な
り
そ
う
で
し
た
。

み
つ
は
し
な
お
ゆ
き
《
ん
が
か
ん
ぱ

ん
み
た
い
な
も
の
を
も
っ
て
き
ま
し

た
。
き
ょ
う
と
う
先
生
が
な
お
ゆ
き

ぷ
に

「も
え
な
い
ゴ
ミ
の
ふ
く
ろ
に

い
れ
て
お
い
で
L

と
い
い
ま
し
た
。

わ
た
し
も
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ナ
イ
ロ

ン
と
か
い
ろ
い
ろ
ひ
ろ
い
ま
し
た
。

そ
の
ゴ
ミ
を
投
げ
る
時
、
ま
た
ゴ
ミ

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ゴ
ミ
す
て

ば
に
も
っ
て
い
き
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
だ
っ
た
け
ど
、

た
の
し
か
っ
た
で
す
。

と
て
も

「姉
が
福
祉
関
係
に
勤
め
て
い
た

影
響
で
、
大
学
入
学
時
か
ら
福
祉
関

係
、
で
き
れ
ば
地
元
に
就
職
し
た
い

と
い
う
希
望
が
か
な
い
ま
し
た
。

図
で
は
陶
芸
を
担
当
、
難
か
し
い

で
す
が
図
生
と

一
緒
に
作
品
づ
く
り

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
国
生
の
お

役
に
立
つ
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
」

伊
東
さ
ん
は
、
今
金
郵
便
局
に
勤

め
る
正
さ
ん
の
二
人
姉
弟
の
長
男
で

す
。
趣
味
は
旅
行
と
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
む
、
明
る
く
活
発
な
好
青
年
で
す
。

十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

植
樹
祭
が
行
わ
れ
た
の
は
、
美
利

河
ダ
ム
か
ら
約
=
一J
、
椋
市
二
八

O

U
の
国
有
林
で
す
。
こ
れ
は
毎
年
、

森
林
資
源
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
緑
あ
ふ
れ
る
森
林
を
つ

く
る
た
め
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

作
業
服
姿
で
集
ま
っ
た
参
加
者
た

ち
は
、
署
員
か
ら
植
え
込
み
方
を
教
わ

っ
た
後
、
手
に
ク
ワ
と
苗
木
を
持
っ

て
植
樹
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
組
え
ら
れ
た
の
は
八
宰
営

林
署
長
万
部
市
畑
で
育
て
た
六
年
生

の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ソ
=
一百
本
で
す
。

一

本
一
本
丁
寧
に
手
際
良
く
植
え
込
み
、

最
後
に
立
派
な
記
念
標
識
が
立
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

河・・~，~γ:~持、 .，
7カエゾマツ300本が一本一本丁寧に植えられていました

誰
で
も
楽
し
く
ひ
け
る

大
正
琴
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か

今
金
琴
鈴
会
(
星
加
時
江
会
長
、

会
員
十
三
一
名
)
で
は
、
大
正
琴
を
と

お
し
て
と
も
に
生
き
る
喜
び
を
感
じ

よ
り
些
か
な

合
え
る
仲
間
造
り
と
、

人
格
形
成
を
め
ざ
し
、
昨
年
七
月
に

会
員
十
名
で
発
会
し
ま
し
た
。

会
貝
は
、
六
十
裁
か
ら
最
高
齢
七

十
七
段
ま
で
内
平
均
七
十
歳
で
、
花

石
、
極
川
町
会
貝
も
お
り
ま
す
。

練
習
は
、
函
館
か
ら
先
生
を
招
へ

い
し
て
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

毎
週
火
曜
日
午
後
か
ら
、
楽
し
み
な

が
ら
、
進
度
は
ゆ
っ
く
り
と
、
基
本

は
し
っ
か
り
と
を
モ

y
ト
ー
に
熱
心

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
楽
器
を
ひ
い
た
こ
と
が

な
い
方
で
も
、
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
説
で
も
ひ
け
る
大
正
琴
を
楽

L

E
 

世

の
緑
地
公
園
で
昼
食
を
と
り
な
が
ら

森
林
資
源
的
大
切
さ
な
ど
を
か
み
し

め
て
い
ま
し
た
。

町
教
委
内
生
治
学
習
講
座
の
一
環

と
し
て
珍
ら
し
い
手
話
落
語
が
六
月

十
四
日
、
老
人
柄
制
セ
ン
タ
ー
で
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、

小
樽
市
出

身
内
若
手
落
語
家
林
家
と
ん
で
ん
平

さ
ん
で
す
。

と
ん
で
ん
平
さ
ん
が
手
話
落
語
に
取

り
組
ん
で
き
っ
か
け
は
、
福
祉
地
設

で
開
い
た
落
語
会
内
会
場
内
中
に
笑

わ
な
い
人
が
何
人
か
い
る
の
に
気
づ

】

rι
h

耳の不自由t:J.人にも聞かせた~J

争金町生漉学習謙虚

林家主主めてh)IJ'言語E員会

珍しい手話落語会• • 
み
、
笠
か
な
人
生
を
送
り
ま
し
ょ
う

と
会
員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

き
、
あ
と
で
聞
く
と
耳
の
不
向
出
な

人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
耳
の
不
自
由

な
人
も
同
じ
よ
う
に
務
訪
を
楽
し
め

る
よ
う
に
と
、
仲
間
を
誘
っ
て
研
究

会
を
つ
く
り
糟
古
を
続
け
、
先
ご
ろ

か
ら
発
表
会
を
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。

)
 
日1
 
〔

こ
の
日
集
ま

っ
た
約
五
十
人
に
、

日
常
の
あ
い
さ
つ
な
ど
簡
単
な
手
話

術
を
党
え
て
も
ら

っ
た
あ
と
、
干
話

を
交
え
な
が
ら
小
ば
な
し
二
組
を
熱

前
。
最
後
に
寸
困

っ
た
人
が
い
た
ら

積
極
的
に
助
け
る
気
持
ち
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
、
講
演
会
を

終
わ
り
ま
し
た
。

手穏を交えて熱演するとんでん平さん

※
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
は
能
代
さ

ん

宮
②
2
8
0
3
へ

γ.."..."..'............."......~..."~......~ ' ................-ー.-'....-...へ -ì

;俳句 ;
! ご山2酪 嚇E検2ア黒ii
l めうとりヴキ~ス百。{
{ 追おど り や の パ合り[
( うのや|自主声iラ の l
lて 茎主 臼tきのを 鐙21
j靴恥概学f榊献お l
} 夏かも 緊 密みりも l
?の謄1のの し 無ぷお i
iきに和船 靴沙さも;
}ざ 郷fら と夏か汰たと i
) し暮2が な のの今け;
} のしり り B民主詫在朝さ}
}漬J しぬ をの }
} に i宗寺供<) 
J待た ふ 花かi
fつ ;

;佐蓑笠狭伊石杉 ;
}藤島原間藤井本 ?
+智 j

l朝 唱起翠恵あ i
i子愛司夫女子ぃ J

!.~._---_._-九( 利別俳句会J

ろづか戸イドJ
れい な

砂松原怜奈九
(平成元年 8月 14日生まれ)

南栄町 松原真 さん利江さんの長女
[親カ、ら]

毎日少しづっ言葉を覚え、おしゃべり

が楽しくなりました。男の子に負けな
いくらいさかん坊なのは、つむじが2

つあるせいかしら?やさ L(健やかに
育ってほしいです。

けん た

4三 嶋健太くん
(平成2年 3月10日生まれ)

八幡町三島弘邦さん夏子さんの長男
I親から】
小さく生んで大きく育ったわが家町ア
ンパン7 ンです。外遊びが大好きで先

頭になって玄関へ走って行きます。こ
のまま、元気て昔目立に育ってほしいで

す。
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〔



一お
一一知
己
実

お
年
寄
り
と
家
族
の
悩
み
ご
と

山
山
配
ご
と
の
相
肢
を
お
受
け
し
ま
す

出
帥
附
者
や
家
族
的
日
常
生
活
で
の

悩
み
や
、
心
配
ご
と
な
ど
の
各
櫛
相

談
を
お
受
け
致
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
.

ま
た
‘
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
各

種
関
係
機
関
、
団
体
へ
の
調
査
照
会

を
行
い
き
め
の
細
か
い
対
応
を
致
し

ま
す
。
困
っ
た
と
き
に
は
ま
ず
心
配

ご
と
相
談
所
へ
.

コし一百

一
、
相
談
会
場

老
人
橋
祉
セ
ン
タ

二
、
相
絞
会
設
目
及
び
時
間
毎
川

第
三
火
叫
目
、
午
後

一
時
か
ら
同

模診を受けて明るい健康づくり

7月みんな

三
時
ま
で

、
相
談
貝

型
事

町
民
生
委
貝
‘
社
協

O
同
乗
者
は
、

ス

ピ

ド

を

山
す
よ

ち
に
あ
お

っ
た
り
せ
ず
、
適
切
な

助
言
を
し
ま
し
ょ
、
7
0

0
歩
行
者
被
害
の
事
故
が
多
く
な

っ

て
い
ま
す
。
交
差
点
や
横
断
歩
道

的
手
前
で
は
、
速
度
を
訴
し
て
事

行
者
の
有
無
を
硲
認
し
ま
し
ょ
う
。

〈北
桧
山
笹
祭
器
v

震
震
の
正
し
い

保
管
と
管
理
を

良
薬
に
よ
る
散
布
中
町
事
故
は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
後

を
絶
た
た
ず
、
ま
た
、
出
来
を
本
来

的
用
途
以
外
に
使
用
し
た
こ
と
に
よ

る
事
件
等
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

良
薬
の
保
管
と
管
理
に
は
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
M
ann 

-
良
薬
を
使
用
す
る
と
き
の
注
意

。

使
用
に
先
立
ち
、
農
業
向
説
明

白
を
よ
く
銑
み
、
使
用
方
法
や
使
用

訟
を
隊
突
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

2
正
し
い
保
旬
と
管
理

。

農

業

は

保
管
庫
や
納
屋
な
ど

一

定
の
場
所
を
決
め
て
保
管
し
必
ず
鎚

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

。

蒜
物
、
劇
物
内
保
管
場
所
に
は

「医
薬
用
外
部
物
」
ま
た
は
「
医
薬

川
外
刷
物
」
の
文
字
を
表
示
し
て
灰

別
し
ま
し
ょ
う
。

。

山
梨
を
他
的
存
山
市
に
曲
作
し
か
え

項 目 対象者 実池田 時 間1 対象地区 実施会場 備 考

1日(月)

8日(月)
老人福祉

① 一般 相談 全 住 民 15日(月) 10:00-15:00 全地区 保健指導、健康相談

22日(月)
センタ ー

29日(月)

② 健康まつり 全 住 民 3日(木)10 : 00- 全地 区
肝I 民 購ー摘他告、 各拒nコ ナ
センタ ー

③ 乳児相談 坐6三f、tK9ヶ月少己 4日(木) 召Eイ屯j3t，寺011Il 全地 区
11庁 1疋

保健指導、健w相談9 30-10 00 センター

④ l歳6ヶ月児健診 当1描三千S1K8ヶ月児 4日(木)'Z1E2イ寸3H3011Ij 全地 区 I!rJ [己
Mt前検零'H査旨芸、評医、イ師早色暗肘部皆川、県-13 : 00 センター

⑤ 妊婦相談 妊婦の方 9日(火) 受12付 4時5間 全地 区
府J ミ BidI之z検踊査指導、血、班曲検科討指E、M岬1)) -13 : 15 センター

⑥ 婦人科検診 湘捕30組以上向人 11日(木)畳時間fT 183 0000~-183 330 0 全地 区 町民 細胞診検査センター

満35歳以上の
11日(木)

受付時!日l 町民
⑦ 胃ガ ン 検診 12日(金) 全地区 腹部X線撮影
男女

13日(土)
6 : 00-7 : 00 センター

満35歳以上の
11日(木)

受付時間 町民
⑧ 大腸ガン検診 12日(金) 全地区
男女

13日(土)
6 : 00- 7 : 00 センター

⑨ 育 児鱗座 生後3ヶ月児 19日(火)9受付30時-liI1l0 00 全地区 IIIT 疋
保健指導、健康相談センター

⑬ 乳児健診 益三1&4、7月、10、先L19日(木)畳12付 3時0川 全地区
11汀 i毛 拍身体車計f棚d、を指医師搾皆目保健、指前科導12 ヶ -13 : 00 センター

⑪ 股脱健診 昌回三f以1<2上ヶ町月幼と2児5 23日(火) 13: 00-14 : 00 全地 区 今金保健所 股関節X線撮影

⑫ 無医地区巡回診療 全 {王 民 23日(火)畳:イ=1311寺0llIl 全地区
IIIT 五屯

診察科目 耳鼻科14: 30-15 : 00 センター

⑬ 3 歳児健診 生3桂、341ヶ説月2、!尼 25日(木)受12:付 3時0liI1 全地区
nfT .E"IC 指身体場計栄測養検指尿導時野保健市指糾搾-]3 : 00 センター

(町民楠制課衛生係 ・国保係)

ホある日のあなた。写真をさ Lあげます

年
金
相
談
自
の
お
知
ら
せ

年
金
に
附
す
る
質
問
や
相
談
を
次

の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
下
さ
い
。

コ
じ
号
目き

七

月
十
九
日出回

午
前
十
時
1
午
後
三
時
ま
で

二
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

三
、
相
談

貝

函

館
社
会
保
険
事
務

所
職
只

一
名

〈町
民
稿
祉
課
年
金
係
v

と安
全
は
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

と
ゆ
と
り
か
ら

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
夏
休
み
、

海
水
浴
、
墓
参
等
で
車
を
利
用
し
て

出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
や
歩
行
者
の
方
は
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
ま

た
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

O
疲
労
、
過
労
巡
転
に
気
を
つ
け
、

休
憩
時
間
を
も
‘
つ
け
る
な
ど
無
制
引

の
な
い
連
行
計
画
を
立
て
ま
し
ょ

一「，，

0
事
故
の
版
図
的
中
で
最
も
多
い
の

が
ス
ピ
ー
ド
町
出
し
過
き
で
す
。

安
全
速
度
を
守
り
ま
し
ょ
う
。• • 

る
こ
と
は
、
都
般
の
瓜
因
と
な
る
の

で
や
め
ま
し
ょ
う
。

3
購
入
の
手
続
き
は
正
し
く

。

股
薬
の
中
で
毒
物
、
刷
物
に
該

当
す
る
も
町
を
鵬
入
す
る
と
き
は
住

所
、
氏
名
、
版
業
等
を
記
減
し
た
性

耐
を
抜
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈今
金
保
健
所
v

今
金
イ
ー
ク
ル
ス

全
道
大
会
巳
出
場

μ

今
金
イ

l
グ
ル
ス
が
ホ
ク
レ
ン
旗

争
噂
少
年
野
球
桧
山
大
会
で
優
勝
。

八

H
七
日
か
ら
札
腕
市
町
麻
生
球

場
で
開
催
さ
れ
る
全
道
大
会
に
向
け
‘

連
日
経
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
道
大
会
で
の
大
活
路
が
期
待
さ

れ
ま
す
。• • 

社会福祉協議会だより 3. 6. 10 

夜光町111学園、盟舟刷 社会福祉協議全へ町多額町
ニ術附ありがと ヲごさいまLた.

(倣幼時)

〈札幌 市〉 〈今金町〉 植川老人ク 7 プ
札。制l会福祉専門学校 大 合 啓太郎 Jt 村 n 
〈函田 市〉 m ~( 7G tz 
武 m 1n 若 ILI 省
〈乙部 町〉 目" ~，鳥 井 正 追
A 口 J反 A 鶴 刊I ul I~ 
〈北桔山町〉 輔川背年間
絵III北高ポラ〆ティア岡野会 i'1 端 み つ子

〕2
 
[
 

八
東
小
児
童
会
ガ
雲
仙

災
害
の
募
金
を
呼
び
か
け
る

八
束
小
児
童
会
で
は
、
運
動
会
が

開
催
さ
れ
た
六
月
十
六
日
、

休
み
時

間
に
長
崎
県
内
雲
仙
災
惑
の
畿
援
を

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

毎
日
を
不
安
と
不
自
由
な
中
で
生

活
を
し
て
い
る
た
く
さ
ん
円
人
の
こ

と
を
考
え
る
と
他
人
ご
と
と
は
思
え

ま
せ
ん
。

こ
の
支
援
の
輪
が
大
き
く
広
が

っ

て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
闘
い
し

ま
す
。

j
精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

j

(五
月
病
の
季
節
は
過
ぎ
た
け
れ
ど
)

変
化
の
激
し
い
現
代
相
会
に
お
い
て
は
ス
ト
レ
ス
状
態
を
起
こ
す

裂
閃
が

m大
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
中
で
、
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
欲
求
不

満
や
不
安
を
体
験
し
な
が
ら
も
著
し
い
不
適
応
状
態
に
陥
る
こ
と
な

く
杓
仙
仰
の
健
康
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
例
人
向
力
だ
け
で
な
〈
社
会
全
体
的
中
で
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

円
山
口
巾
か
ら
な
ん
と
な
く
不
安
で
あ
る
、
ま
た
、
夜
眠
れ
な
い
こ
と
が

多
く
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
ア
ル
コ
ル
に
依
存
的
に
な
っ
て
い
た

り
し
て
い
る
方
、
ま
た
、
お
年
寄
り
で
ポ
ケ
症
状
が
で
で
き
た
り
し

て
い
る
方
は
お
り
ま
せ
ん
か
?

こ
の
栂
な
総
状
の
あ
る
カ
は
、

R
M
剖
こ
の
相
軸酬
を
利
用
さ
れ
悩
み

を
解
消
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ョlu一百

精神保健相談

相1R長日
時 l閉
会場

担i当医

平成3年8月8日付 )
午後1時-2時30分
北海道今金保健所

遠藤信夫先生

(八雲総合病院精神神経科)

今金保健所保健婦係

('，屯話)2 -0251 

問合せ

申込み

※ その他、電話相談や家庭訪IUJも保
他婦が担当Lてお ります。
いつでも、お気軽に御相談くださ

※ 今金町以外(大成町、瀬棚町、北

絵山町)でも、輪番で精神保位相談

日を月 I団関刊Iiしておりますので、

8月に都合のつかない方は、お問い

合せください。

〈
今
金
保
健
所
保
健
指
導
係
〉

〕3
 
1
 
〔



北柑山町国保病院(北柏山)合④5321

金)tt②0324

棚)tt⑦3021

金)tt②0221

7月の体日当番匡

自由医院(今

柏崎病院(瀬

今金l町国保病院(今

14日

21E1 

28日

7日

町
で
は
こ
と
し
も
町
内
尖
化
巡
動

向
一
部
と
し
て
、
花
い

っ
ぱ
い
運
動

を
阪
間
し
ま
す
。

六
月
十

一
目
、
今
金
老
人

7
ラ
プ

町
会
民
二
十
五
名
が
作
業
服
姿
で
、

役
場
前
か
ら
今
金
小
学
校
ま
で
の
国

共
施
設
等
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
句
の
川
は
、
初
反
か
ら
秋
に

か
け
て
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
、

町
内
は
も
と
よ
り
、

当
町
に
訪
れ
る

人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

美
し
い
街
づ
く
り

こ
と
し
も
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開

道
街
路
樹
下
に
、
花
の
苗
を
一
本
一

本
丁
寧
に
植
え
込
み
ま
し
た
.

組
え
ら
れ
た
の
は
、
絵
山
北
町
で

丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
?
リ

l
ゴ

ル
ド
、
ケ
イ
ト
ウ
な
ど
八
組
知
、

凶
千
本
町
、っ
ち
二
千
本
で
す
.
銭
。

は
学
校
、
町
内
会
、
自
治
会
及
び
公

令や令住民の副館令やや

前月対比

(-2) 

(+ 4 ) 

3，969人(-6) 
2，480世帯f(-1) 

5月末現在

7，712人

3，743人

人口

!f~ 

女

世帯数

花
を
折

っ
た
り
、
踏
ん
だ
り
す
る

こ
と
な
く
、
英
し
い
街
づ
く
り
の
た

め
、
み
ん
な
で
花
を
大
事
に
そ
だ
て

ま
し
ょ
う
。

三おたんじようおめでとう.い
腕谷 J'!-以~~'I''A.5月8日(裕史さん長女)緑

石塚:lI'依t;~A.5月11日(正人九3女)南 町

1 1.1附すみれt;~，，-5月20日(怒彦さん2女)豊 田

須田集会r，¥，>....5月24日(稔さん2女)市美町
上団結1115月27日(康之さん3男)末広 H汀
手日間 賞也'''̂6月1日(忍さん2男)束 H可
松下 彰平九6月9日(正幸九長男)高美町

海津 ~t宇~"\O>^'6月10日(牧人九長女)南栄町

町

み
ん
な
裸
足
で

ど
ろ
ん
こ
に
な
っ
て

植
え
ま
し
た

今
金
小
凶
年
生
五
十
五
名
が
州
凶
作

業
を
と
お
し
て
先
人
的
労
苦
を
体
験

し
よ
う
と
五
月
二
十
四
日
、
回
地
え

八幡町

八束南原

トマンケシ

南山 A
三五乙 Jι 

八束南原

日の出町

末広町

昭和町

自画おくやみもうしあげます

67歳

82歳

82歳

84歳

84歳

81歳

79歳

4守野 ミキ九5月19目

前日長~りち k九 5 月 28 目

黒部

植村

萩原

きよきん5月29日

j青島ん6月5日

鶴治さん6月6日

佐久間柴こさん6月18日

伊東 正春勺6月18日

重村千鶴Sん 6月22日

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場

L
Mm②
O
T
-
-番

〕

を
し
ま
し
た
。
凹
植
え
を
し
た
の
は
、

川

;

〔

来日
計
小
凶
附
♂
の
水
凹
+
三
寸
で
す
。

小
西
♂
か
ら
間
組
、
ぇ
的
基
本
を
教
え

て
も
ら

っ
た
児
童
た
ち
は
、
水
聞
に

紫
足
で
入
り

「
ワ
ァ
l
y
、
泥
ん
こ

ぬ
る
ぬ
る
、
気
持
わ
る
い
」
な
ど
と

歓
声
を
あ
げ

「
人
気
米
き
ら
ら
3
9

7
の
苗
」
を
ぬ
か
る
み
に
足
を
取
ら

れ
な
が
ら
植
え
て
い
ま
し
た
。

編
一集
一後
一記

80歳

マ
納
豆
と
云
え
ば
ネ
ギ
と
正
泊
を
か

け
る
の
が

一
般
的
。
納
豆
に
砂
糖
を

か
け
る
と
附
い
た
だ
け
で
胸
が
悪
く

な
る
人
が
多
い
の
で
は
?
し
か
し
、

食
べ
て
み
る
と
ね
ば
り
が
で
て
以
外

に
美
味
に
な
り
ま
す
。

い
ま
若
い
人
の
問
で
は
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
に
コ
ー
ヒ
ー
と
か
、
以
前
で
す

と
考
え
ら
れ
な
い
組
み
合
わ
せ
が
流

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

マ
そ
ん
な
中
で
、
役
所
に
は
慣
行

前
例
な
ど
新
し
い
こ
と
を
は
じ
め
る

と
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
ろ

い
ろ
な
障
害
を
考
え
.
古
い
殺
か
ら

脱
却
で
き
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。

今
図
的
人
事
異
動
を
機
に
、
裂
な

も
の
を
プ
ラ
ス
す
る
な
ど
従
来
の

形
に
と
ら
わ
れ
な
い
‘
ユ
ニ
ー
ク
な

発
恕
や
行
動
力
で
、
住
ん
で
い
て
よ

り
楽
し
い
、
町
づ
く
り
に
進
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係




